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線虫 C. elegansの咽頭は筋肉、神経、分泌腺などを含む 80個の細胞からなる器官である。
当研究室で単離された線虫 C. elegansの mig-17変異体では生殖巣の伸長方向異常に加えて、
咽頭のサイズにも異常をきたし、咽頭のサイズが長くなる。mig-17 は ADAMTS familyに属
する分泌型メタロプロテアーゼをコードし、発生過程での細胞外マトリックスの分解・再
編に関与することが分かっている。本研究において、生殖巣に異常はなく、咽頭サイズの

















知られている(Kubota Y, et al., 2008)。MIG-17 は咽頭においてもこれと同じようなメカ
ニズムで咽頭の基底膜を調節することで咽頭サイズを制御していると考えられる。この
ことから、最終的に形成される器官サイズの大きさは器官の周りの基底膜によって制御
される可能性が考えられる。 
